
 

 

 

第１６４０回例会報告           令和２年４月１６日（木）晴れ 

NO.1640 

会長挨拶 

会長 西澤賢二 

 現在国内の生産活動の停滞や機械部品など

の遅延による製造業のサプライチェーンへの影響、

観光関連産業の売り上げ減少など私たちの生産

業への影響が懸念されています。 私たちロータリ

アンにも多く影響が出ていると思いますが、みんな

で支え合い頑張っていきましょう 

 さて私事ですがＣＥＢＵのロックダウンは４月２８

日まで延長になり、まだまだ大変な状況が続いて

います。４０名の働いていた従業員は会社で給料

が発生しますが、自宅待機の社員は自治体で配

布する支援のお金（約一万円）がもらえていません。

何時貰えるかの報道も無く社員、多くの市民は毎

日の食事をとることもまま成らない状況のようです。 

一時的な対応ですが私のできる事として社員に

は年末ボーナスの前渡しとして一律で支払いまし

たが、私の体力がどこまで続のか心配です。 

会員の皆様もお体には十分に気を付けてお過ご

しください。新型コロナの早い終息を願い挨拶と致

します。 

第１６４０回例会 

２クラブ合同夜間家族お花見例会 

クラブ奉仕委員長  小口 直久 

皆さんとお会いできなくなってから１ヵ月半経とう

としておりますが、お元気でおられるでしょうか？ 

本来であれば４月１６日の例会は、諏訪ロータリ

ークラブの皆さんと、ぬのはんで夜間家族お花見

例会を開催する予定でありましたが、コロナウィル

ス感染防止のため中止せざるをえなくなりました。 

３月より例会開催を見合わせ、４月に入ってから

は月に２回のペースで例会を開催することを理事

会で決めまして、２クラブ合同ができなくても諏訪

湖ロータリー単体でささやかですが夜間例会を開

催することを企画しておりましたが、諏訪保健所管

内でコロナウィルス感染者が出たということで、急

遽４月の例会を中止せざるをえなくなりました。 

ロータリーの例会、行事等行うこともままならない

状況の中で、皆さんといかに今までと同じように思

いをつなげていくのか、これからどのような形でロ

ータリー活動に取り組んでいったらいいのか現在

模索している状況です。 

西澤年度も残すところあと２ヶ月少しとなっており

ます。可能な限り例会が開催できるように考えてお

りますが、まずは会員の健康を優先いたしまして

例会の開催を見合わせているのが現状です。 

６月２５日の最終例会にはどんな形であれ開催を

して１年間のまとめができるように考えております。 

このコロナウィルスが早く収束し、前と同じ生活に

戻りロータリーの活動も笑顔でできるようになること

を願うばかりです。   

追伸 自分自身もコロナウイルスによる影響を受

けて、仕事も生活もかなり制限を受けておりますが、

自分の時間をたくさん取ることができていますので、

普段できない片付けや、庭の手入れ等、楽しみな

がらやっております。 

厳しい中、皆さんにお会いできることを楽しみに

日々の生活を過ごしてまいります！ 
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山の恵みの季節が到来しました。夜遊びを諦めて

日中の山の気に触れましょう。 

本年初のこごみ（クサソテツ）です。茹でて酒の

肴に最高です。              ・風見鶏 
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近江会員から切手をご寄付いただきました 

岩村会員に感謝のたより 

Ｌｉｎｅ参加の皆さんから岩村会員にお花の感謝

の便りがたくさん寄せられました。感謝の言葉とと

もに送られてきた写真の一部を掲載します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


